
～顔の見えるコミュニティが安心・安全の街をつくる～

コミュニティが希薄と言われる中心市街地において、地域全体で防災力を高めるため地域住民やマンション
居住者、行政・学校等が協働し、防災知識の共有や啓発活動、防災の仕組みづくり等を進めています。

出石地区自主防災会連合会を中心
に各地域団体・行政・学校等が協働し

地域防災活動を展開

マンション防災を考えるきっかけと
なった下桑地区避難所運営訓練

避難訓練に参加し、避難所の収容人数には限
りがあることを知った。マンション住民は在宅
避難に備えた方が良いと判断。マンション独自
の防災を考え始めた。

出石地区ハザードマップ作成
災害時、自分たちが住んでいる地域の
危険性を確認するため作成。
地区内各戸配布（2,400世帯）

要支援者支援活動
ハザードマップに要支援者をプロッ
ト。要支援者宅を訪問し、災害時要
支援者支援個別計画書を作成。

地域全体で避難・防災訓練を開催
（主催：出石地区連合町内会・自防連）

2023年6月
地域住民とマンション居住者とが協力し合える仕組みのひとつと
して「防災マンション認定制度」を考案。要望書を岡山市長に提出。

出石地区ってどこにあるの？
岡山駅周辺、市役所から北、
西川緑道公園から西のエリア

これまで地域、マンションそれぞれで活動をしてきたが、

本当の意味で「災害に強いまちづくり」を考えると
両者が共に手を取りあい協働で活動していくことが必
要不可欠。お互いの利点を生かし共存していける地域防
災を進めていくことにした。

マンション内で災害対策委員会を立ち上げ
自主防災組織を結成。自分たちの命は自分た
ちで守るため何が必要か考え、準備を始めた。

毎月開催している自防連定例会で地域防
災について情報共有、意見交換。防災訓練、
防災啓発活動、ハザードマップ作り、要支援
者支援の仕組みづくり等の活動を行う。

コロナ禍のため会場を2か所に分散。YouTubeでライブ配信。
地域住民、マンション居住者共に参加し訓練を行った。

地域連携で防災力アップ

各種防災設備を設置した先進防災マンション

配電盤

止水壁

毎月開催している自防連定例会の様子

出石地区自主防災組織立上の勉強会

出石地区自主防災会
要支援者支援活動説明会

出石地区各自主防災組織の
強み、弱み分析での啓発活動

出石地区ハザードマップ作成会議

現地確認を行いながら、ハザードマップ
に要支援者宅をプロットする

きらぼしアートセンター
（メイン会場）

自防連会長が市長に「要望書」を手渡す 出石地区連合町内会・自防連・町内会長・マンション
管理組合各代表が大森市長に要望内容を伝える

山陽新聞社 2023年6月10日付市長に手渡した
「要望書」（表紙）

出石コミュニティハウス

訓練の様子

停電等でエレベーターが使えなくなった場合、
水・食料等の重い荷物を上層階まで運べるよう
に荷揚げ用ウインチを最上階に設置し、非常用
発電機で上げる。

マンション全体に電気を供給する配電盤
水没すると停電の原因になるため止水壁を設ける
ハザードマップによるとマンション周辺は50cmの浸水が想定される。

非常用発電機

防災倉庫
発電機（携帯電話充電用）・トランシー
バー・ヘルメット・リヤカー・バール等

停電で給水ポンプが停止した際、受水槽に蛇口を設置し、
生活用水を確保する。

安否確認の様子

防災マニュアルにそって定期的防災訓練の実施

大規模災害が発生・震度5弱以上で
理事長が災害対策本部を立ち上げる 発電機の始動

主に携帯電話の充電に使用

受水槽の蛇口から取り出した水（18ℓ）を
ウインチで上層階に上げている様子リヤカーの組み立て

※対策本部は理事会メンバーで構成されます

（協力：一般社団法人TOCOL）
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